
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
６
１
回 

 

新
十
二
支
会
令
和
４
年
例
会
参
加
と 

鷲
峰
山
金
胎
寺
行
場
、
三
上
山
（
近
江
富
士
）、
立
志
神
社
訪
問 

 

◇
実
施
日 

 

１
月
８
日
（
土
）
晴 

 
 
 

前
夜
祭 

１
月
９
日
（
日
）
晴 

 
 
 

艮
山
（
う
し
と
ら
や
ま
）
と
金
胎
寺
行
場 

１
月
１
０
日
（
月
・
祝
）
晴 

三
上
山
（
近
江
富
士
）
と
立
志
神
社 

 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、
梶
野
照
雄
（
２

泊
） 

椎
木
亮
（
１
泊
） 

 
 
 
 
 

新
十
二
支
会
例
会
参
加
者
は
山
彦
５
名
を
含
め
て
２
２
名 

  

今
回
、
茂
原
先
生
も
参
加
の
予
定
だ
っ
た
が
、
患
者
さ
ん
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

ス
の
感
染
者
が
出
た
た
め
、
急
遽
欠
席
と
な
っ
た
。 

今
年
の
干
支
の
山
は
、
京
都
府
和
束
町
の
艮
山
（
う
し
と
ら
や
ま
）
で
あ
る
。 

よ
く
も
ま
あ
こ
ん
な
名
前
の
山
が
あ
っ
た
も
の
だ
。
昨
年
は
緊
急
事
態
宣
言
な

ど
で
例
会
が
中
止
に
な
っ
た
の
で
、
丑
と
寅
が
一
度
に
登
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

よ
く
見
つ
け
た
も
の
だ
、
と
感
心
し
た
。 

標
高
差
も
１
５
０
ｍ
位
で
、
登
頂
時
間
も
一
時
間
ほ
ど
。
高
齢
者
が
多
い
新
十

二
支
会
に
ピ
ッ
タ
リ
の
山
だ
。 

 

８
日
の
朝
８
時
、
新
宮
を
出
て
伊
勢
道
、
名
阪
国
道
経
由
で
１
１
時
半
和
束

町
に
着
い
た
。
近
く
で
昼
食
を
済
ま
せ
て
会
場
の
和
束
荘
に
入
る
。 

 

 
 

 
 

 

会
場
の
和
束
荘 

 
 
 

 
 

前
夜
祭
開
会 

 
 
 

伊
藤
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯 

堀
会
長
は
到
着
さ
れ
て
い
た
。
早
朝
に
岐
阜
を
出
て
午
前
中
に
艮
山
の
山
頂
ま

で
下
見
を
済
ま
せ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
だ
。
一
か
ら
十
ま
で
全
て
堀
会
長
に
お
ん

ぶ
に
抱
っ
こ
の
会
で
あ
る
。
何
か
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
、
早
め

に
到
着
し
た
。
午
後
３
時
前
か
ら
順
次
到
着
さ
れ
る
。
今
回
も
岐
阜
５
名
、
山

彦
６
名
、
九
州
６
名
が
主
で
、
山
口
１
名
、
東
京
３
名
、
京
都
１
名
が
内
訳
だ
。 

 

大
半
が
車
で
参
加
さ
れ
て
い
る
が
、
５
名
の
方
が
電
車
利
用
な
の
で
、
近
く

の
加
茂
駅
ま
で
徳
子
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
３
往
復
し
て
お
迎
え
に
行
く
。
午
後
５

時
前
に
は
全
員
が
到
着
し
た
。 

 

午
後
６
時
少
し
前
、
前
夜
祭
会
場
に
行
く
。
４
人
用
の
テ
ー
ブ
ル
に
３
人
が

座
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
間
隔
も
広
目
で
、
膝
摺
り
寄
せ
て
と
は
い
か
な
い
。
カ
ラ

オ
ケ
も
舞
台
も
無
い
。
コ
ロ
ナ
禍
状
況
で
は
致
し
方
な
い
が
、
や
や
寂
し
さ
も

感
じ
る
。 

沖
崎
が
進
行
役
と
な
り
開
会
宣
言
の
後
、
堀
会
長
か
ら
挨
拶
や
事
務
連
絡
が
あ

り
、
山
口
の
伊
藤
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
し
宴
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 



今
回
は
畑
林
清
子
さ
ん
、
石
岡
慎
介
さ
ん
、
平
原
健
史
さ
ん
の
３
名
が
初
参
加

で
新
加
入
者
と
な
る
。 

 
 

 
 

 

茶
畑
も
真
っ
白
に 

 
 

 

駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト 

 
 

 
 

 

登
山
口 

セ
レ
モ
ニ
ー
も
簡
略
化
し
て
い
る
し
会
場
の
飾
り
も
無
く
、
余
興
も
出
な
い
が

皆
さ
ん
２
年
ぶ
り
の
再
会
で
そ
れ
な
り
の
盛
り
上
が
り
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。
別
棟
の
部
屋
で
の
二
次
会
も
早
め
に
切
り
上
げ
就
寝
と
な
っ
た
。 

翌
９
日
は
か
な
り
冷
え
込
ん
で
、
外
に
停
め
た
車
に
は
霜
が
凍
り
付
い
て
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
は
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
。
付
近
の
茶
畑
も
真
っ
白
に
。
暫
く
ア

イ
ド
リ
ン
グ
し
て
氷
を
解
か
す
。
８
時
に
朝
食
を
摂
り
、
９
時
前
に
宿
を
出
発

す
る
。 

２
０
分
ほ
ど
で
大
正
池
前
の
駐
車
場
に
着
く
。
こ
の
大
正
池
を
中
心
に
、
メ
イ

ン
ハ
ウ
ス
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
備
え

た
森
林
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
池
周
遊
コ
ー
ス
を
歩
き
、
２
５
分
ほ
ど
で
艮
山

の
道
標
か
ら
山
道
に
入
る
。
最
初
は
ブ
ッ
シ
ュ
帯
で
緩
や
か
な
登
り
が
続
く
。 

約
３
０
分
で
尾
根
の
広
い
場
所
に
出
て
休
憩
。
左
手
に
見
え
る
の
が
山
頂
の
よ

う
で
、
少
し
下
っ
て
か
ら
登
り
返
す
よ
う
だ
。
こ
こ
で
石
岡
、
高
橋
の
両
氏
が

リ
タ
イ
ア
し
、
皆
の
下
山
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

艮
山
に
記
念
標
識 

 
 

 
 

 

恒
例
の
万
歳 

 
 
 

 
 

 

記
念
撮
影 

 

１
５
分
で
艮
山
（
４
４
３
．
８
ｍ
）
の
山
頂
に
着
い
た
。
駐
車
場
か
ら
１
時

間
２
０
分
か
か
っ
て
い
る
。 

２
０
名
が
揃
い
十
二
支
会
恒
例
の
万
歳
、
山
頂
標
識
の
設
置
、
加
え
て
慶
祝
者

へ
の
祝
金
贈
呈
を
行
う
。
今
回
の
登
山
は
正
午
ご
ろ
に
下
山
す
る
の
で
お
昼
の

弁
当
は
無
し
。
３
０
分
ほ
ど
の
滞
在
で
山
頂
を
後
に
す
る
。
展
望
も
無
く
こ
れ

と
言
っ
た
特
色
の
な
い
山
だ
が
、
そ
の
名
前
か
ら
、
な
ん
だ
か
記
憶
に
残
る
山

だ
。 

 
駐
車
場
に
戻
っ
て
堀
会
長
か
ら
、
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。
来
年
は
ウ
サ

ギ
年
、
長
野
県
飯
田
市
の
卯
月
山
で
開
催
し
ま
す
。
と
挨
拶
が
あ
り
、
各
々
が

帰
途
に
就
い
た
。 

 

帰
り
は
石
岡
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
が
同
乗
さ
れ
、
宇
治
駅
ま
で
お
送
り
し
た
。 

石
岡
さ
ん
は
千
葉
県
市
川
市
在
住
で
今
回
初
参
加
、
８
３
才
、
来
年
も
参
加
し



た
い
と
目
標
が
出
来
て
有
難
い
、
励
み
に
な
る
。
と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。 

お
二
人
を
降
ろ
し
た
後
、
平
等
院
を
見
学
し
て
大
津
市
瀬
田
の
ホ
テ
ル
に
向
か

っ
た
。
梶
野
、
椎
木
の
両
名
は
艮
山
か
ら
３
０
分
ほ
ど
の
距
離
の
鷲
峰
山
金
胎

寺
の
行
場
へ
向
か
わ
れ
た
。
梶
野
君
と
は
夕
方
、
瀬
田
の
ホ
テ
ル
で
合
流
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

御
上
神
社
を
ス
タ
ー
ト 

住
宅
の
す
ぐ
傍
が
登
山
口 

 
 
 

割
岩
を
通
過
す
る 

  

１
０
日
は
４
人
で
三
上
山
（
近
江
富
士
）
に
登
る
。
ち
ょ
う
ど
一
時
間
で
登

頂
で
き
る
が
、
頂
上
付
近
は
岩
場
で
、
割
岩
と
い
う
狭
い
岩
の
間
を
通
過
す
る

場
所
も
あ
り
、
中
身
の
濃
い
一
時
間
だ
っ
た
。
１
１
時
過
ぎ
に
下
山
し
御
上
神

社
に
お
参
り
し
て
、
久
し
ぶ
り
の
立
志
神
社
へ
行
く
。
奥
さ
ん
と
ご
長
男
の
伊

富
喜
浄
氏
に
出
迎
え
て
頂
き
、
大
変
お
喜
び
頂
い
た
。 

近
く
で
昼
食
を
摂
り
梶
野
君
と
別
れ
て
新
宮
に
帰
っ
た
。 

 

（
記
；
沖
崎
） 

  

 
 

 
 

 

琵
琶
湖
が
よ
く
見
え
る 

 
 

三
上
山
山
頂 

 
 
 
 

 
 

 

立
志
神
社 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

１
月
９
日
；
駐
車
場09

：18

→09

：30

大
正
池
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク09

：44

登

山
口
→10

：41

艮
山
山
頂11

：00

→12

：26

駐
車
場 

１
月
１
０
日
；
御
上
神
社08

：40

→08

：47

登
山
口
→09

：20

割
岩
→09

：

57

三
上
山
山
頂
→11

：00

御
上
神
社
→12

：25

立
志
神
社 

  
鷲
峰
山
金
胎
寺
の
行
場
巡
り 

鷲
峰
山
（
じ
ゅ
う
ぶ
さ
ん
）
と
い
う
名
は
昔
か
ら
知
っ
て
い
た
が
、
奈
良
県
に

あ
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
新
十
二
支
会
の
艮
山
（
う
し
と
ら
や
ま
）
だ

け
で
は
物
足
り
な
い
の
で
、
近
く
の
山
を
探
す
と
、
す
ぐ
傍
に
鷲
峰
山
が
あ
っ

た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
役
行
者
が
開
い
た
と
さ
れ
る
行
場
が
あ
り
、
北
の



大
峰
と
呼
ば
れ
て
い
る
ら
し
い
。
行
場
巡
り
は
２
時
間
な
の
で
、
昼
過
ぎ
か
ら

歩
い
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
だ
。
前
日
に
「
鷲
峰
山
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
新

宮
組
に
打
診
し
た
が
、
誰
も
行
か
な
い
と
い
う
。
広
島
の
椎
木
さ
ん
だ
け
が
興

味
を
示
し
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 

金
胎
寺
山
門 

 
 
 
 

 
 

西
覗 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

胎
内
潜 

艮
山
か
ら
下
山
し
た
の
が
１
２
時
３
０
分
、
皆
さ
ん
高
年
齢
な
の
で
思
い
の
ほ

か
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
宮
組
と
分
か
れ
て
椎
木
さ
ん
と
二
人
で
鷲

峰
山
の
金
胎
寺
へ
向
か
う
。
林
道
で
金
胎
寺
の
す
ぐ
下
ま
で
入
り
、
歩
き
出
す
。

金
胎
寺
の
山
門
ま
で
も
車
で
登
れ
る
よ
う
だ
。
寺
務
所
で
入
山
料
３
０
０
円
を

支
払
い
、
案
内
図
を
受
け
取
っ
て
行
場
を
目
指
す
。
約
１
㎞
は
ご
く
普
通
の
山

道
で
、
艮
山
と
同
じ
よ
う
に
岩
は
見
当
た
ら
な
い
。
行
場
の
辻
を
過
ぎ
る
と
下

り
基
調
と
な
り
、
岩
が
目
立
ち
始
め
た
。
最
初
に
東
覗
が
あ
る
。
次
に
西
覗
が

あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
木
が
茂
っ
て
谷
底
は
直
接
見
え
な
い
。
東
覗
と
西
覗
の
間

に
岩
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
道
幅
が
狭
く
、
前
鬼
裏
行
場
の

屏
風
の
横
駈
以
上
に
緊
張
し
た
。
行
場
巡
り
は
一
旦
沢
ま
で
降
り
て
、
違
う
ル

ー
ト
を
登
り
返
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
谷
底
の
２
０
ｍ
ほ
ど
上
に
胎
内
潜
が

あ
る
。 

 
 

 
 

 

五
光
の
滝 

 
 

 
 

鐘
掛
の
ク
サ
リ
場 

 
 

 
 
 

 

蟻
の
戸
渡 

Ⅴ

字
型
に
な
っ
た
岩
の
上
に
平
ら
な
岩
が
蓋
状
に
乗
っ
て
い
る
形
で
、
極
端
に

狭
く
は
無
い
が
急
な
下
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
滑
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必

要
だ
。
沢
に
降
り
た
と
こ
ろ
に
千
手
の
滝
が
あ
る
。
高
さ
１
５
ｍ
ほ
ど
の
岩
を

伝
い
落
ち
る
滝
で
、
水
の
流
れ
が
複
数
に
分
か
れ
て
い
る
。
分
か
れ
て
広
が
っ

て
い
る
所
か
ら
千
手
と
付
け
た
よ
う
だ
。
右
岸
を
高
捲
き
し
て
下
っ
た
先
に
五

光
の
滝
が
あ
る
。
高
さ
は
３
０
ｍ
弱
で
、
一
枚
岩
の
中
央
部
を
水
が
流
れ
落
ち

て
い
る
。
落
ち
口
に
不
動
明
王
の
石
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
滝
行
が
行
わ
れ
る

の
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
下
り
左
岸
に
渡
る
。
３
０
０
ｍ
ほ
ど
下
っ
て
再
び
右
岸

に
移
り
、
登
り
が
始
ま
る
。
こ
こ
か
ら
標
高
差
約
２
５
０
ｍ
の
殆
ど
が
岩
場
だ

っ
た
。
岩
は
乾
燥
し
て
い
て
滑
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
手
掛
か
り
や
足
掛
か

り
は
多
い
と
は
言
え
ず
、
少
し
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
気
味
な
個
所
も
あ
っ
て
、
登

り
の
ス
ピ
ー
ド
は
か
な
り
遅
く
な
っ
た
。
ク
サ
リ
は
鐘
掛
に
設
置
さ
れ
て
い
た



が
、
ク
サ
リ
は
使
わ
ず
捲
き
道
を
選
ん
だ
。
平
等
岩
と
い
う
一
枚
岩
に
も
ク
サ

リ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
事
故
が
あ
っ
て
ク
サ
リ
を
撤
去
し
た
ら
し
い
。
行
場

の
最
後
に
蟻
の
戸
渡
が
あ
る
が
、
蟻
ど
こ
ろ
か
象
で
も
通
れ
る
よ
う
な
広
い
尾

根
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
２
時
間
で
行
場
巡
り
を
終
え
て
金
胎
寺
に
帰
っ
て
き
た
。 

 
 

役
行
者
木
像 

お
堂
で
勤
行
し
て
車
に
戻
っ
た
。
金
胎
寺
の
行
場
は
大
峯
の
行
場
以
上
に
厳
し

い
所
だ
っ
た
。
下
り
は
さ
ほ
ど
危
険
と
い
う
こ
と
は
無
い
が
、
日
陰
で
苔
付
き

の
岩
が
多
く
、
滑
る
こ
と
を
前
提
に
歩
く
必
要
が
あ
る
。
登
り
は
基
本
的
な
三

点
支
持
を
確
認
し
な
が
ら
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
岩
に
な
れ
て
い
な
い
人

や
高
所
恐
怖
症
の
人
は
行
か
な
い
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
今
日
帰
る
と
い
う
椎
木

さ
ん
を
宇
治
駅
ま
で
送
っ
て
、
宿
泊
先
の
瀬
田
駅
前
に
向
か
っ
た
。
午
後
４
時

の
指
定
席
を
買
っ
て
い
た
椎
木
さ
ん
は
、
宇
治
駅
が
午
後
４
時
前
だ
っ
た
の
で
、

指
定
席
券
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

金
胎
寺13

：19

→13

：36

行
場
の
辻
→13

：48

西
覗
→13

：58

胎
内
潜
→14

：

12

五
光
の
滝
→14

：17

護
摩
壇
→14

：20

鐘
掛
け
→14

：57

行
場
の
辻
→15

：

14

金
胎
寺 

 


